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 第1章 「ヤオイ」と呼ばれる作品群と「子供がぶたれる」 
 第2章 森茉莉における少年愛の幻想と「父」 
 第3章 稲垣足穂の「Ａ感覚」論 ― 死とマゾヒズム 
 第4章 フロイトにおけるマゾヒズム概念と女性性 ― 「子供がぶたれる」を軸として
 第5章 倉橋由美子「どこにもない場所」の試み ― 拒食、女性性、書くこと 
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